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【要約】 

児童図書館員として図書館に深く関わってきた筆者が語る

図書館の在り方や課題、子どもと本の在り方、本の選び方など、

タイトルにあるように子どもと本、そして図書館について書

かれた本である。すでに本を面白いものだと思っている人も

そうでない人も、子どもと本のかかわり方について知りたい

人や親御さん、子どもや図書館と関連ある仕事に就きたい人

など、自分と本、図書館との繋がりを改めて考えることができ

る 1 冊である。 

【感想】 

印象に残った点は、子どもたちが昔話や小説などの物語を読む際に現実と架空の区別を

あまりしていないという点である。年齢を重ねるにつれて、時間や締め切りに追われること

や現実的なことばかりが目に入り、アイデアを出すにも柔軟な発想が出来ず、固定観念にと

らわれた考えばかりが思いつくことが多かった。現実と架空の区別をあまりしないことは

実現可能性という部分を除けば、子どもの柔軟な発想に通ずるものがある。自分もまた物語

を楽しめるくらいに余裕を持ちたいなと思う。 


